
38

社会のライフライン・
大動脈を守るために
継承する
発電所と消費地を結ぶ電気の道・送電線。産業や生活に欠かせな
いライフラインだが、建設から数十年を経た設備も多く、関西電
力は計画的な改良工事を進めている。その現場を訪ね、「社会の
大動脈」を守るため奮闘する送電マンたちの姿を追った。
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業
務
は
協
力
会
社
か
ら
提
出
さ
れ
る
施
工
計
画

書
の
事
前
審
査
に
始
ま
り
、
現
場
で
の
施
工
品

質
・
安
全
措
置
な
ど
工
事
が
適
切
か
つ
安
全
に

行
わ
れ
て
い
る
か
、
法
令
違
反
は
な
い
か
な
ど
、

全
体
に
目
配
り
を
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
協
力

会
社
に
指
導
助
言
を
行
う
。
さ
ら
に
工
事
用
資

材
の
管
理
、
送
電
鉄
塔
建
設
に
係
る
関
係
者
の

方
々
と
の
調
整
、
品
質
検
査
等
、
多
岐
に
亘
る
。

　
「
特
に
今
回
の
よ
う
な
大
型
工
事
に
な
る
と
、

用
地
担
当
者
を
通
じ
て
関
係
地
権
者
の
方
々
お

よ
び
行
政
と
の
工
事
条
件
の
調
整
、
協
力
会

社
・
設
計
者
と
の
工
程
･
工
法
の
調
整
を
工
事

箇
所
ご
と
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
調
整
事

が
多
く
、
答
え
を
出
す
の
が
遅
れ
る
と
工
事
が

止
ま
っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。
最
初
は
苦
労
し

ま
し
た
が
、
先
手
先
手
で
動
く
よ
う
心
掛
け
て

い
ま
す
」

山
上
に
運
び
上
げ
る
苦
労
を
超
え
て

　

山
間
部
で
の
工
事
の
場
合
、
最
大
の
課
題
が

運
搬
だ
。
山
上
の
建
設
現
場
へ
の
資
機
材
運
搬

は
モ
ノ
レ
ー
ル
、
索
道
（
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
で
の

吊
下
げ
）、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
輸
送
な
ど

を
現
場
環
境
に
応
じ
て
選
択
す
る
が
、
い
ず
れ

も
１
度
に
運
べ
る
重
量
は
２
～
３
ｔ
以
下
に
限

ら
れ
る
。
１
基
建
設
す
る
の
に
約
２
０
０
ｔ
の

資
機
材
の
運
搬
が
必
要
だ
。
鉄
塔
は
も
ち
ろ
ん
、

工
事
に
使
う
掘
削
機
や
ク
レ
ー
ン
な
ど
の
重
機

も
そ
の
ま
ま
で
は
運
べ
な
い
。

　

こ
の
た
め
、
資
機
材
は
全
て
運
搬
可
能
な
重

量
に
分
解
し
、
一
つ
ひ
と
つ
運
び
上
げ
た
後
、

現
場
で
組
み
立
て
て
使
用
す
る
。
工
事
完
了
後

は
分
解
し
て
下
ろ
し
、
ま
た
次
の
現
場
へ
運
ん

で
組
み
立
て
る
。
こ
れ
が
最
も
苦
労
す
る
点
だ
、

と
脇
は
説
明
す
る
。

　
「
し
か
し
苦
労
し
て
運
ん
だ
資
機
材
で
地
面

を
掘
っ
て
、
基
礎
を
つ
く
り
、
鉄
塔
を
組
み
立

て
、
電
線
を
張
る
。
日
々
姿
を
変
え
て
い
く
現

場
で
、
皆
が
一
丸
と
な
っ
て
動
き
、
最
後
に
品

質
検
査
を
し
て
、
問
題
な
け
れ
ば
送
電
開
始
。

電
気
が
流
れ
た
瞬
間
の
達
成
感
は
格
別
で
す
」

鉄
塔
上
・
電
線
上
で
の
品
質
検
査

　

同
工
事
所
の
若
手
・
塩
見
晃
平
は
入
社
７
年

目
。「
高
校
の
先
輩
が
電
力
マ
ン
で
、
以
前
か

ら
や
り
甲
斐
の
あ
る
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
た
」

こ
と
も
あ
り
、
震
災
直
後
の
４
月
に
入
社
し
、

５
年
間
電
力
所
で
送
電
線
保
守
業
務
に
従
事
し

た
。
改
良
工
事
所
へ
の
異
動
は
「
経
験
を
積
み

た
い
」
と
自
ら
志
願
し
た
。

　

現
在
の
仕
事
は
、
脇
作
業
長
と
協
力
し
て
施

工
管
理
の
業
務
を
確
実
に
遂
行
す
る
こ
と
。
業

務
の
一
つ
、
竣
工
時
の
品
質
検
査
で
は
送
電
線

へ
の
「
宙
乗
り
」
も
行
う
。
今
回
の
改
良
工
事

で
は
効
率
的
な
設
備
形
成
の
観
点
か
ら
高
鉄
塔

化
が
図
ら
れ
て
お
り
、
鉄
塔
頂
上
部
の
高
さ
は

60
年
以
上
経
つ
送
電
設
備
を
建
て
替
え

　

六
甲
山
系
を
南
に
望
む
神
戸
市
北
部
の
山
間

地
。
風
花
舞
う
厳
冬
の
２
月
、
巨
大
な
送
電
鉄

塔
の
組
み
立
て
作
業
が
慎
重
に
進
め
ら
れ
て
い

る
。
関
西
電
力
の
27
・
５
万
Ｖ
超
高
圧
送
電
線

「
新
加
古
川
伊
丹
線
」
の
改
良
工
事
だ
。

　

新
加
古
川
変
電
所
か
ら
伊
丹
変
電
所
に
至
る

同
線
は
、
兵
庫
県
姫
路
エ
リ
ア
の
発
電
所
で
発

電
し
た
電
気
を
阪
神
方
面
へ
送
る
大
動
脈
で
、

戦
後
間
も
な
い
１
９
４
９
～
54
年
に
建
設
。
こ

れ
ま
で
平
地
部
で
は
宅
地
開
発
な
ど
に
合
わ
せ

て
設
備
更
新
を
行
っ
て
き
た
が
、
開
発
計
画
も

な
い
山
間
部
で
は
建
設
時
の
ま
ま
、
60
年
以
上

経
過
し
た
設
備
も
使
わ
れ
て
お
り
、
関
西
電
力

の
超
高
圧
送
電
線
の
中
で
は
最
も
経
年
化
が
進

ん
で
い
る
一
つ
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
関
西
電
力
は
２
０
１
４
年
、
電
力
の

安
全
・
安
定
供
給
を
守
る
た
め
、
山
間
部
を
中

心
と
す
る
５
つ
の
工
区
（
亘
長
18
・
５
㎞
）
で

鉄
塔
41
基
の
建
て
替
え
と
電
線
張
り
替
え
を
行

う
改
良
工
事
を
計
画
。
現
地
工
事
は
16
年
に
始

ま
り
、
18
年
２
月
現
在
、
進
捗
率
は
約
60
％
、

19
年
の
全
竣
工
を
め
ざ
し
て
い
る
。

大
型
工
事
の
現
場
を
管
理

　

今
回
の
工
事
は
電
力
需
要
の
ピ
ー
ク
を
越
し

た
秋
～
春
期
、
該
当
箇
所
の
送
電
線
路
の
送
電

を
２
回
線
と
も
停
止
し
て
実
施
す
る
。
通
常
の

工
事
で
は
２
回
線
あ
る
う
ち
の
１
回
線
の
み
停

止
し
て
工
事
を
行
う
が
、
こ
の
場
合
、
１
回
線

を
送
電
し
た
状
態
で
工
事
を
行
う
こ
と
に
な
り
、

送
電
中
の
電
線
に
近
づ
け
ず
工
事
が
困
難
に
な

る
ば
か
り
で
な
く
、
工
事
期
間
が
大
幅
に
延
び

る
。
今
回
は
、
系
統
運
用
に
お
け
る
詳
細
検
討

を
重
ね
、
２
回
線
と
も
停
止
が
可
能
と
な
っ
た
。

ま
た
、
複
数
の
工
区
に
お
い
て
工
事
を
並
行
し

て
進
め
て
お
り
、
最
盛
期
に
は
１
０
０
人
近
く

の
作
業
員
が
現
場
入
り
す
る
。

　

こ
の
大
型
工
事
現
場
で
施
工
管
理
の
大
役
を

担
っ
て
い
る
の
が
、
電
力
シ
ス
テ
ム
技
術
セ
ン

タ
ー
新
加
古
川
伊
丹
線
改
良
工
事
所
で
作
業
長

を
務
め
る
脇 

啓ひ
ろ
の
り紀

。
関
西
電
力
学
園
（
当
時
）

で
３
年
間
送
電
技
術
を
学
び
、
入
社
後
も
電
力

所
で
送
電
線
保
守
業
務
な
ど
に
携
わ
っ
て
き
た

根
っ
か
ら
の
送
電
マ
ン
だ
。
15
年
に
は
福
井
県

の
美
浜
送
電
線
改
良
工
事
所
（
50
万
Ｖ
）
に
赴

任
し
、
関
西
電
力
初
と
な
る
超
高
圧
送
電
線
の

全
線
に
亘
る
改
良
工
事
を
経
験
。
今
回
の
工
事

で
は
作
業
長
と
し
て
現
地
工
事
の
施
工
管
理
を

統
括
す
る
役
割
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
「
施
工
管
理
の
主
な
業
務
は
、
工
事
の
品
質

管
理
、
工
程
の
円
滑
な
推
進
と
事
故
災
害
防
止
、

公
衆
保
安
の
確
保
。
作
業
長
と
し
て
は
、
そ
れ

ら
全
体
を
見
る
こ
と
で
す
」

　

そ
う
簡
潔
に
自
ら
の
役
割
を
答
え
た
脇
だ
が
、

概略工程表

工事位置図  ＊国土地理院の電子地形図に「新加古川伊丹線」、「今回工事区間」を追記して掲載基礎（掘削・据付）工事 資機材は現場までモノレールで
運び上げる

組立検査に臨む 脇（左）と塩見

鉄塔組立用のクレーンを確認 組立工事

年度
2014 2015 2016 2017 2018 2019
1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目

工
事
工
程

調査・設計

現地工事

2018年2月

現地工事

測量・調査・設計

 
 

1工区
No.2～18 2工区

No.55～63

3工区
No.74～88

4工区
No.87～99

5工区
No.111～120

兵庫県加古川市

兵庫県神戸市

新加古川伊丹線
加古川 山陽自動車道

武庫川

275ｋＶ新加古川伊丹線
今回工事区間
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こ
れ
ま
で
の
電
力
所
業
務
で
は
得
ら
れ
な
い
知

識
や
技
能
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
先
輩
方
や
ベ
テ
ラ
ン
作
業
員
の
方
々
か

ら
多
く
を
吸
収
し
、
早
く
一
人
前
の
送
電
マ
ン

に
な
り
、
将
来
は
後
輩
・
協
力
会
社
の
方
に
指

導
助
言
が
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」
と
目
を

輝
か
せ
る
。

　

そ
ん
な
塩
見
を
温
か
く
見
守
る
脇
は
、
作
業

長
と
し
て
臨
ん
だ
今
回
の
工
事
で
「
現
場
を
知

る
こ
と
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
た
」
と
言
う
。

　
「
施
工
管
理
は
机
上
で
の
確
認
も
重
要
で
す

が
、
や
は
り
現
場
で
し
か
体
験
で
き
な
い
こ
と

が
あ
る
。
ク
レ
ー
ン
に
よ
る
資
機
材
の
吊
り
方

一
つ
と
っ
て
も
、
作
業
員
の
方
々
が
ど
ん
な
苦

労
や
工
夫
を
し
て
い
る
か
、
知
っ
て
い
る
の
と

い
な
い
の
で
は
指
導
助
言
の
仕
方
も
違
っ
て
く

る
。
現
場
に
足
を
運
び
、
作
業
を
よ
く
見
る
。

そ
れ
が
自
分
自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
も
な
り
、

送
電
マ
ン
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
に
も
つ
な
が
る
。

全
工
区
の
竣
工
ま
で
あ
と
１
年
余
り
、
現
場
で

さ
ら
に
多
く
を
学
び
、
こ
こ
で
得
た
経
験
を
後

輩
に
継
承
し
た
い
。
知
識
や
技
能
だ
け
で
な
く

送
電
線
へ
の
想
い
、
や
り
遂
げ
た
と
い
う
プ
ラ

イ
ド
も
継
承
し
て
い
き
た
い
」

　

脇
の
想
い
は
、
確
か
に
塩
見
に
も
伝
わ
っ
て

い
る
よ
う
だ
。

約
60
ｍ
。
そ
れ
だ
け
で
も
十
分
目
が
眩
む
高
さ

だ
が
、
送
電
線
宙
乗
り
は
谷
間
な
ど
で
は
地
上

１
０
０
ｍ
近
い
上
空
で
の
作
業
に
な
る
。

　

素
人
目
に
は
命
懸
け
の
離
れ
業
に
見
え
る
高

所
作
業
だ
が
、
塩
見
は
「
宙
乗
り
は
電
力
所
時

代
に
も
経
験
し
て
い
ま
し
た
か
ら
」
と
気
負
い

は
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
工
事
経
験
の
浅
さ
を
自

覚
し
、
日
々
勉
強
の
毎
日
の
よ
う
だ
。

　
「
施
工
管
理
の
立
場
な
の
に
何
か
聞
か
れ
て

も
す
ぐ
答
え
ら
れ
ず
、
先
輩
に
相
談
し
た
り
、

自
分
で
調
べ
た
り
。
そ
れ
が
最
大
の
苦
労
で
す
。

で
も
自
分
が
関
わ
っ
た
工
事
が
進
み
、
新
し
い

設
備
が
完
成
し
た
と
き
は
感
無
量
。
改
め
て
こ

の
仕
事
の
や
り
甲
斐
を
実
感
し
ま
し
た
」

仕
事
の
プ
ラ
イ
ド
を
継
承
す
る

　

送
電
設
備
の
多
く
は
電
力
需
要
が
急
増
し
た

戦
後
復
興
期
～
高
度
経
済
成
長
期
に
建
設
さ
れ

て
お
り
、
高
経
年
設
備
の
改
良
工
事
は
今
後
ま

す
ま
す
増
加
す
る
。
こ
の
た
め
関
西
電
力
は
、

今
回
の
工
事
を
「
改
良
工
事
の
増
大
に
対
応
す

る
人
材
育
成
、
効
率
化
な
ど
課
題
克
服
の
試
金

石
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

で
は
そ
の
試
金
石
と
な
る
社
員
は
、
現
場
で

何
を
感
じ
、
何
を
得
て
い
る
の
か
。

　

初
め
て
大
型
工
事
の
現
場
を
経
験
し
た
塩
見

は
、「
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、
こ
の
１
年
半
、

2025年国際博覧会を
大阪・関西へ

架線検査

組立が完了した鉄塔
（奥は解体前の既設鉄塔）

協力会社と進める鉄塔組立

組立検査を行う脇（左）と塩見

題字　森　詳介（関西電力株式会社 相談役）

『躍』（やく）という誌名は、皆さまとともに「躍進」「飛躍」していきたい、
また皆さまにとって「心躍る」広報誌でありたい、
との思いを込めて名づけました。

編集後記
技術立国の揺らぎとも見える、品質データ改ざんなど昨今の企業
不祥事。果たして日本の技術力・技術へのプライドは? ──今号
のテーマは「技術継承と人材力強化」です。藤田玲子さん、守島
基博さん、中村肇さんにお集まりいただいた［鼎談］では、それぞ
れの問題意識のもと、縦横無尽に議論が展開されました。続く［オ
ピニオン］では、「経営・組織力」「技術立国」「人材育成」「原子
力」という技術と人材をめぐる各側面について識者・専門家に提言
をいただきました。

［かんでんFocus］では2020年の発送電分離を目前に控えたネット
ワーク技術（配電）部門の人材確保・育成の取り組みと課題を訊き
ました。併せて［現場力⤴最前線］では、「社会の大動脈」を守る
ため、山間の高経年設備の建て替えを進める送電マンたちの姿
を追いました。
長い冬を経て、早 と々春を告げるのは梅の花。この花が実を結
び、トップブランドの梅干しへと姿を変える。［旬発NIPPON］で
は、400年の伝統を次代へつなぐ「みなべ・田辺の梅システム」を
取り上げました。そして伝統は継承するだけでなく進化させるもの。

［Person］では、世界に名高い陶芸の里・信楽において、ひと味違
う技法で陶器づくりに挑む気鋭の陶芸作家に登場いただきました。
いよいよ春爛漫、溢れる光の中で、華やぐ季節の訪れを楽しみつ
つ、新しい『躍』をお届けします。（T）
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『躍』の内容はホームページでもご覧いただけます。 
http://www.kepco.co.jp/yaku/
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